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OB会 会 幸晨

第
十
五
回

Ｏ
Ｂ
会
総
会
に
つ
い
て

〈菫
長
　
址Ⅸ
谷
　
　
昇

五
月
二
十
八
日

（十
）
に
参
与

の

方

々
を
含
め

二
六

一
名

の
参
加
を

頂
く
と
と
も
に
、
事
務
局

の
ご
支

援
を
え
て
、
無
事
開
催
す

る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

当
会
も
十
五
回
を
迎
え
会
員
数

も
六
六
０
名

の
大
組
織

に
な
り
ま

し
た
。
当

Ｏ
Ｂ
会

の
特
徴

で
あ
り

ま
す

、

（
１
）
同
好
会

活

動

や
、

（２
）
毎
月
の
定
例
懇
親
会
、
も
定

着
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

よ

っ
て
、
今
後
は
、
次

の
二
点

を
重
点
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
皆
様
方

の
ご
協
力
を
お
願

い

致
し
ま
す
。

一
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

現
在
、
深
谷
市

の
Ｇ
Ｃ
Ｃ
に

登
録
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す

が
、
さ
ら
に
他
の
団
体
に
も
登

録
し
活
動
の
環
を
広
げ
た
い
と

思

っ
て
お
り
ま
す
。

二
、
地
域
会
員
と
の
連
携
の
強
化

今
年
は
役
員
の
改
選
期
で
し

た
の
で
、
八
名
の
方
に
地
域
担

当

役
員

に
入

っ
て
頂

き
ま
し

た
。
各
地
域
の
会
員
の
動
向
を

掴
む
と
共
に
会

の
盛
り
Ｌ
げ
を

考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
今
回
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
は

一
、
テ
レ
ビ
エ
場
の
見
学

二
、
最
新
テ
レ
ビ

の
商
品
説
明
、

二
、
落
語
、

四
、
懇
親
会
会
場
で
の
鏡
割
り
、

等
多
彩
で
し
た
。

参
加
さ
れ
ま
し
た
方

々
は
大

い
に

楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

次

回
の
総
会
に
も
是
非
ご
出
席

下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。

尚
、
本
年
は
深
谷

工
場
創
立

四

十
周
年

の
記
念
行
事

の

一
環
と
し

て
七
月

二
十
三
日
に
夏
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
会
も
出
店
致

し
ま
す

の
で
ご
来
場
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
皆
様
方

の
益

々

の
ご
健
勝
を
祈
念
致
し
ま
す
と
共

に
ご
支
援
、
ご
協
力

の
程
お
願

い

い
た
し
ま
す
。

ゴ
ル
フ
同
好
会
の
活
動
状
況

ゴ

ル

フ
同
好

会

幹

事

斉

藤
　
　
登

現
在
、
ゴ

ル

フ
同
好
会

に
入
会

い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
方

々
は

一

四
三
名

（男
子

一
三
七
名

＋
女
子
六

名
）
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん

暑
さ
寒
さ
に
負
け
る
こ
と
な
く
健

康
で
、
六
月
六
日
に
上
武
ゴ
ル

フ

場
で
第

二
十
五
回

コ
ン
ペ
を
開
催

致
し
ま
し
た
が
、
十
七
組
六
七
名

の
方

々
に
参
加
い
た
だ

く
盛
況
振

り
と
な
り
ま
し
た
。

膝
が
痛

い
腰
が
痛

い
、
ど

こ
か

一
箇
所
悪

い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
ゴ

ル
フ
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
う
言
う
意
味
か
ら
も
健
康

の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
を
言
え
ま
す
。
今
回
、

古

希

を
迎

え

ら

れ

て
お

ら

れ

る

方

々
が
五
名
参
加
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。
素
晴
し
い
こ
と
で
す
。

結
果
は
、
優
勝
自
川
幹
夫
さ
ん

で
グ

ロ
ス
９
２
、
ネ

ッ
ト
５
７
、

準
優
勝
中
林
宏
さ
ん
、
三
位
小
作

さ
ん
、

ベ
ス
グ

ロ
は
岡
本
さ
ん
の

７
４
、
女
子

の
優
勝
斉
藤
登
美
子

さ
ん
で
グ

ロ
ス
ー
０
２
、
ネ

ッ
ト

６
７
で
し
た
。
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プ

レ
ー
後

の
パ
ー

テ

ィ
ー

で
は

久

し
振

り
に
お
会

い
す

る
仲
間

の

懇
親

の
場

と
な

り
ま
し
た
が
、
横

浜
か
ら
初
参
加

い
た
だ

い
た
渡
辺

博
彦
さ
ん
に
は
感
謝

々
で
す
。

成
績

を
分
析

し
ま
す
と
、
ゴ

ル

フ
の
上
達

は
七
十
歳
代
ま

で
の
び

る
と
言
う

こ
と

を
、

ベ
ス
グ

ロ
を

取

ら
れ
た
岡
木

さ
ん
は
じ
め
、

７

０
台

の
ス

コ
ア
を
出
さ
れ
て
お
ら

れ

る
方

々
が
六
十

五
歳

を
越

え
古

希

に
近

い

こ
と
か
ら
も
証
明

で
き

ま
す
。

横
峯

さ
く
ら
女

子
プ

ロ
の
お
父

さ

ん
が

「
飛
ん

で
曲
が
ら
な

い
飛

ば

し

の
五
か
条
」

の
中

で
、

テ

ニ

ス
の
ス
マ

ッ
シ

ュ
や
ボ

ク
シ
ン
グ

同
様
、
手
首

の
ヒ
ネ
リ
を
加
え
な

が

ら

打

つ
と

飛

距

離

は

確

実

に

ア

ッ
プ

す

る
。

ハ
エ
た
た
き
や
野

球

の
ト

ス
バ

ッ
テ

ィ
ン
グ

も
同
じ

で
、

ヒ
ネ

リ
が
あ

る
か
ら
強
打

で

き

る
。

と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

何

か
ヒ

ン
ト

に
な

る
か
も
し
れ
ま

同
好
会
活
動
報
告
と
計
画

カ

ラ
オ

ケ
同
好
会

幹

事

久

保

田

　

厚

カ

ラ
オ
ケ
同
好
会

は
、

発
足
以

来
九
年

目
を
迎
え
る
事

に
な
り
ま

し
た
。

会

員
数

三
十

二
名
．
但

し
、

練
習

は
半
減

と
な
り
ま
し
た
。

月

一
回

の
練
習

日
は
第

三
水
曜

日

で
幡

羅

公
民
館

に

て
指
導

テ
ー
プ

を
も
と

に
行

っ
て
お
り
ま
す
。

去

る
六
月
十

二
日
深
谷
文
化
会
館

に
て
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

幡

羅
公

民
館

を
利
用
し

て
カ

ラ
オ

ケ
練
習

を
し

て
い
る
、
東
芝

Ｏ
Ｂ

会

の
他
、

三
グ

ル
ー
プ
合

同

で
、

「
お

た

の
し

み
交
流
会
」

と
称

し

て
、
毎

年
発
表
会

を
行

っ
て
い
る

も

の
で
、
今

年

で
第

二
回
目
と
な

り
ま
し
た
。

当
カ

ラ
オ
ケ
同
好
会

よ
り
八
名
参

加
し
、
他

の
グ

ル
ー
プ

と
競

い
ま

し
た
。

こ
の
発
表
会

の
第

四
回
の
開
催
は
、

来
年
六
月
十

一
日
に
決

ま
り
、

今

年
と
同
様

深
谷
文
化
会
館

に

て
行

い
ま
す
。

尚
、

こ
の
発
表
会

は
、
地
域

の
Ｐ

Ｒ
に
も
な
る
為
、
皆
様

の
応
援
宜

し
く
／

今
年
度
七
月
以
降

の
活
動
内
容

一
、
七
月
二
十
二
日
夏
ま

つ
り

二
、

八
月
度
カ

ラ
オ

ケ
同
好
会

総
会

三
、
十

月

二
十

三
日
カ

ラ
オ
ケ

大
会

四
、
十

一
月
幡

羅
公
民
館

ま

つ

り

五
、
其

の
他
、
練
習

日
は
毎
月

第
二
水
曜
日
と
な
り
ま
す
。

六
時
～
九
時

カ

ラ
オ
ケ
同
好
会
は
、
随
時
会

員
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、

入
会

希
望
者
は
、
世
話
人
ま
で
連
絡
を
、

お
願
い
致
し
ま
す
。

世
話
人

久
保
田
　
厚

（〇
四
八
―
五
三
二
―

一
〇
二
六
）

伊
藤
　
暢
雪

（〇
四
八
―
五
七

一
―
八

一
二
四
）

池
田
　
重
郎

（〇
四
八
―
五
七
二
―
九
四
九
三
）

民

謡

同

好

会

の

近

況

民

謡

同
好

会

幹

事

清

野

正

一

民
謡
同
好
会
も
発
足
し
て
早
や

五
年
が
過
ぎ
、
六
年
目
に
入

っ
て

居
り
ま
す
。

発
足
当
時

の
メ
ン
バ
ー

（
一
部
入

退
会
員
も
お
り
ま
す
が
）
十
名

の

会

員

は
変

わ

ら
ず

、

毎

月

二
回

（第

一　
・
四
水
曜
）

に
夜
七
時
か

ら
九
時
迄
幡
羅
公
民
館

で
練
習
を

や

っ
て
居
り
ま
す
。
出
席
者
も
毎

回
全
員
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
同

好
会
と
し
て
の
出
席
率
は
良

い
方

で
は
な
い
か
と
思

っ
て
居
り
ま
す
。

こ
れ
も
明
石
梅
秀
先
生

の
熱
心
な

指
導
の
も
と
、
練
習
は
厳
し
い
が
、

そ
こ
は
同
好
会
和
気
あ
い
あ
い
と
、

一
汗
か
い
た
後
は
茶

を
し
な
が
ら

各

々
の
健
康
話
か
ら
他

の
同
好
会

活
動
状
況
な
ど
情
報
交
換
し
、
時

が

過
ぎ

た

後

は

又
厳

し

い
個

人

レ

ッ
ス
ン
が
始
ま
り
ま
す
。

二
時

間
は
あ

っ
と
言
う
間
に
過
ぎ

て
し

ま
い
ま
す
。

さ
て
、
民
謡
同
好
会

の
近
況
で

す
が
、
今
年
は
会
発
足
五
年
目
の

せ
ん
。
御

一
考
を
』



節
日
に
当
た
り
ま
す
が
、

こ
れ
は

明
石
梅
秀
会

も
五
周
年
を
迎
え
る

関
係

で
同
好
会
も
梅
秀
会

の

一
員

と
し
て
、

五
周
年
記
念
発
表
会

を

盛
大

に
行
う
と
言
う
事
で
、
全
員

張
り
切

っ
て
お
り
ま
す
。
会
場
日

時
は
卜
七
年
十

二
月
四
日

（
日
）
群

馬
県
尾
島
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で

（内
容
は
後
ロ
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
）
行

わ
れ
ま
す
。

我

々
同
好
会
も
、
今

こ
の
発
表

会

に
向
か

っ
て
猛
特
訓
を
し
て
お

り
ま
す
。

又
梅
秀
会
、
三
弦
部

の

津
軽

三
味
線
合
奏
も
大
変
す
ば

ら

し
い
演
奏
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
会

の
皆
さ
ん
も
、
そ
の
節
は

是
非
御
来
場

の
程
を
。
ま
た

こ
の

機
会

に
民
謡
同
好
会

へ
の
大
会
を

待

っ
て
お
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

将
棋
同
好
会
の
近
況

将

棋

同

好

会

幹

事

中

野

久

治

将
棋

同
好
会

に
入
会
し

て
五
年

日
、
少
し
ば

か
り

の
パ
ソ
コ
ン
が

出
来

る
か
ら
と
前
任
者

の
幹
事

か

ら
頼
ま
れ
、
定
例
月
例
会

の
組
合

せ
表

・
成
績
表

・
会
員

の
名
簿

・

出

席

表

等

々

の
資

料

作

成

を

手

伝

っ
て
い
た
ら
、
昨
年

の
十

一
月

よ
り
幹
事
を
仰
せ
つ
か

っ
た
。

現
在
会
員
二
十

一
名
、　
一
月
～

六
月
の
定
例
月
例
会

の
参
加
者
は
、

月

平

均

二
十

六

名

（
出

席

率

八

四
％
）
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
幹
事
に
な

っ
て
、

月

例
大
会

の
参
加
確
認
連
絡
を
と
る

と
、

不
参
加

の
理
由
に
、
本
人
の

体
調
不
良

が
若
千

い
る
の
が
気
に

か
か
る
．

幹
事
と
し
て
参
加
を
多
く
望
む

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
誠

に
残
念

で

あ
る
。
同
好
会
日
的
に
、
棋
力

の

向
上
も
あ
る
が
、

そ
の
ま
え
に
、

健
康
に
留
意
し
、

月
例
大
会

に
備

え
、
維
持
す
る
体
力
も
必
要
で
あ

り
、

そ
の
日
の
体
調
に
よ
る
月
例

大
会

の
成
績
が
、
顕
著
に
で
て
お

り
、
お
互
い
に
気
を
つ
け
た
い
。

将
棋
同
好
で
は
十

一
月
に
、
長

野
県
白
樺
湖
ホ
テ
ル

「山
善
」

へ
、

一
泊
研
修
旅
行
を
計
画
し
て
い
る
。

将
棋
同
好
会

の
、
年
間
活
動
計

画
と
費
用
を
ま
と
め
ま
し
た
。

将
棋
を
指
す

こ
と
に
よ
り
、
脳

を
鍛
え
ら
れ
、
記
憶
力
が
増
殖
さ

れ
る
―

又
、
仲
間
と

の
懇
親

の
場
で
あ

Ｚつ
。『

東
芝
深
谷
Ｏ
Ｂ
会

の
皆

々
様
』

是
非

こ
の
機
会

に
、

入
会
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

― 将棋同好会 活動と費用 ―

*年会費      1,000円
*新年会・カラオケ大会

3,000円
*月 例大会    1,500円 /月

(昼食・懇親会・賞品含む)

*一泊研修旅行   13,000円
(11月 4～ 5日 )

囲
碁
同
好
会
の
近
況

囲

碁

同

好

会

幹

事

遠

藤

保

明

近
況
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
ま

ず

は

つ
い
最
近

の
行
事
を
紹
介
し

て
お
き
ま
す
。
六
月
十
　
日
、
十

二
日
に

「
一
泊
研
修
会
」
と

い
う

こ
と
で
棋
カ

ア

ッ
プ
を
日
的
と
し

た
囲
碁
大
会

を
開
催
し
た
。
場
所

は
長
瀞

の

「自
鳥
荘
」

で
十

三
名

が
参
加
。

二
組
に
分
か
れ
て
そ
れ

ぞ

れ
総
当
り
で
対
戦
。
当
日
は
午

後
　
時
集
合
、
す
ぐ

チ

ェ
ッ
ク
イ

ン
で
き
る
の
で
談
話
室
と
い
う
別

室
を
借
り
て
対
局
開
始
。
夕
食
を

は
さ
ん
で
午
後
九
時

か
ら
は
部
屋

で
対
局
を
続
行
、
第

一
日
目
で
全

員
が
所
定
の
対
局
を
終
了
し
た
。

こ
の

「自
鳥
荘
」
と
い
う

の
は

埼
玉
県
高
齢
者
生
き
が
い
振
興
財

団
が
運
営
す
る
老
人
母
子
休
養
セ

ン
タ
ー
で
宿
泊
費
等
は
安
く
、
特

に
六
十
歳
以
上
は
さ
ら
に
割
安
に

な

っ
て
い
る
。
研
修
会
参
加
費
は

六
千
五
百
円
ほ
ど

で
、
し
か
も
比

較
的
近

い
た
め
に
会
員
に
は
好
評

で
あ
る
。
参
加
費

に
は

一
泊

二
食

(3)



付

き
、
飲

み
物

は
適

量
、
商

品
代

を
含

ん
で
い
る
。

こ
の
大
会

で
の

入
賞
者

は
通
常

の
定
例
対
局

に
お

け

る
持
ち
点

に
加
算

さ
れ
る

の
で

棋
カ

ア

ッ
プ

ヘ
の
励

み
に
な

っ
て

い
る
。

た
だ
、
残
念
な

こ
と

に
、

こ
の
施
設

は
来

年

の
三
月
以
降

利

用
で
き
な
く
な

る
と

の
こ
と
で
、

そ

の
後
ど

う
な

る
か
は
間

い
合
わ

せ

て
も

「
分

か
り
ま
せ
ん
」

と

い

う
答
え
が
返

っ
て
く

る
。

い
ず

れ

に
し
ろ
、
当

同
好
会

と
し

て
は
来

年

の
た
め
に
別

の
会
場

を
探

さ
ね

ば

な
ら
な

い
。

ど
な
た
か
安

い
所

を
紹
介
し

て

い
た
だ

け
れ
ば

あ
り

が
た

い
の
で
す

が
、

よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

さ

て
当
同
好
会

の
会

員
は
三
十

名

で
、
毎

月
第

二
、
第

四
土
曜

日

に
定
例
対
局
を

「と
き
わ
ク
ラ
ブ
」

で
開
催
し
、
毎

回
十
名
前
後

が
参

加
し

て
い
る
。

会
場

の
利

用
料

は

年
会
費

を
充

当
し

て
い
る
の
で
、

昼
食
代

の
実
費
負
担
だ

け
で
済

ん

で
い
る
。

ち
な

み
に
年
会
費

は
、

こ
の
二
年
間
千

円
で
抑
え

て
き
た

が
、
剰
余
金

も
底

を

つ
い
て
き
た

た
め
来
年
か
ら
は
千
五
百
円
に
す

る
。

こ
の
こ
と
は
前

回

の
総
会

で

既
に
了
承
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
外
部
団
体
と

の
交
流

で
は
、
今
年

の
五
月
に
開
催
さ
れ

た
深
谷
市

「文
化

の
祭
典
」
に
お

け
る
囲
碁
大
会
に
我
が
同
好
会
か

ら

´
チ
ー
ム
五
名
が
参
加
し
、
善

戦
し
た
が
惜
し
く
も
入
賞

を
逃
が

し
た
。
当
日
は

フ
リ
ー

の
対
局
も

あ
り
、
参
加
者

に
と

っ
て
は
有
意

義
な

一
日
で
あ

っ
た
と
思
う
。

今
後
は
、

よ
り
活
性
化

の

一
助

と
し
て
、
例
え
ば
年
間
勝
率
と
か

参
加
回
数
を
対
象
に
し
た
賞
を
設

け
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

同

好

会

の

近

況

グ
ラ
ウ
ン
ド
　
ゴ
ル
フ
同
好
会

幹
事
長
　
武

田

伸

寿

グ

ラ
ウ

ン
ド
　
ゴ

ル

フ
同
好
会

は
、

活
動
計

画
に
沿

っ
て
、

毎

月

一
回
、

月
初
め

の
本
曜

日
、

東

公

園
グ

ラ
ウ

ン
ド

に
て
、
午
前
九
時

三
０
分

か
ら
、

二
時
間
位
ゲ

ー

ム

を
楽
し

ん
で
お
り
ま
す
。

又
、
本

年

の
年
間
行
事

の
　

環
と
し

て
五

月
十

三
日
ヽ
十

四
日
に
は
３４
名
参

加
に
よ
る
長
瀞

・
皆

野
、　
一
泊
グ

ラ
ウ

ン
ド

・
ゴ

ル

フ
特
別
大
会
、

春
季
大
会

を

二
日
間
開
催
し
親

睦

を
深
め

て
お
り
ま
す
。

更

に
同
好

会

の
メ
ン
バ
ー

の
中

に
は
、

市

や

町

の
大
会

で
成
績
―■
位
に
な
ら
れ
、

代
表
と
し

て
四
月
十

日
県
南

の
幸

手
さ
く
ら
杯

（出
場
者

一
三
二

名
）
、

五
月
八
日
川
越
市
で
行
わ
れ

た

県

グ

ラ

ウ

ン
ド

　

ゴ

ル

フ
祭

（出
場
者

一
五
五
五
名
）
、

五
月
十

五

日

加

須

さ

わ

や

か

グ

ラ

ウ

ン

ド
　
ゴ

ル

フ
大
会

（出
場
者

一
一

五
０
名
）
、
等
各
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。
今
後
も
多
く

の
大
会

が
計

画
さ
れ

て
お
り
上
位

人
賞

を
目
指

し
毎

日

の
練
習

に
熱

が
入

っ
て
お

り
ま
す
。

や

っ
て
み
れ
ば
ど

の
同

好
会

も
同
じ
よ
う
に
奥

の
深
さ
が

身

に
し

み
ま
す
。

今
後

は
、

い

つ

ま

で
も
健
康

で
楽
し

い
プ

レ
ー
が

で
き

る
よ
う
に
内
容

を
充
実

さ
せ

ま
す

の
で
、

多
く

の
方

が
大
会

さ

れ

る

こ
と
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま

す
。

護

″
●

´
掘

,  1,
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し
た
。
最
近
は
、
よ
そ
の
徒
長
し

た
松
を
見
る
と
、
気
に
掛
か
り
ま

す
。
秋
に
は
、
松
葉
を
取
る

「
モ

ミ
ア
ゲ
」
・
剪
定
の
体
験
交
流
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
五
月
の
Ｏ
Ｂ
会
総
会

で

は
、
さ

つ
き
、
ア
ヤ
メ
、
萩
、
欅
、

五
葉
松
、

シ

ュ
ロ
竹
、
草
花

の
寄

せ
植
え
な
ど
、
十
五
点

〔
八
人
〕

の
盆
栽
を

二
次
会
場
に
飾
り
、
総

会
に
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。

で
、　
一
ヶ
所

に
決

め
る
予
定

に

て
い
ま
す
。

同

好

会

の

近

況

草
花
盆
栽
同
好
会

の
会
員
は
、

十
八
人
で
少
数

の
同
好
会
で
す
が
、

和
気
あ
い
あ
い
の
楽
し
い
仲
間
で
、

草
花

・
盆
栽
　
植
木
な
ど

の
情
報

交
換

や
親
睦
交
流
を
し
て
お
り
ま

す
。主

な
活
動
内
容
は
、
昨
年

の
秋

に
、
鮮
馬

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
花

壇
や
樹
木
観
察
、
盆
栽
展

の
見
学

を
し
ま
し
た
。
続

い
て
赤
城
山

の

山
頂
で
草
花
樹
木
を
観
察
し
な
が

ら
み
ん
な
で
弁
当
を
食

べ
ま
し
た
。

帰
り
は
、

日
帰
り
温
泉

で
、
遊
湯

気
分
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

年
末
に
は
、
し
め
縄
飾
り

の
手

作
り
講
習
会

を
開
き
、

正
月
飾
り

は
こ
れ

一
つ
で
十
分
間
に
合

い
ま

し
た
。

今
年
五
月
は
、
松

の
緑
摘
み
の

講
習
　
実
施
体
験
を
し
ま
し
た
。

最
初
は
、
新
芽
を
ど

こ
で
ど

の
よ

う
に
摘

み
取
る
の
か
分
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
経
験
者

の
指
導

で

簡
単
に
摘

み
取

る
こ
と
が
出
来
ま

同

好

会

の

近

況

小
旅
行
同
好
会

幹

事

昔
同

橋

建

夫

小
旅
行
同
好
会
は
、
平
成
五
年

十

月
並
び

に
、
先
月
亡
く
な
ら
れ

た
大
手
さ
ん
と
岩
佐
さ
ん
が
始
め

た
会

で
、
今
年

で
十

二
年
に
な
り

ま
す
。
会
員
数
は
五
十
名
ほ
ど
で
、

春
と
秋
に

一
泊
旅
行
を
、
は
ら
ぼ

じ
観
光

へ
の
依
頼

で
、
全

て
ホ
テ

ル
の
送
迎
観
光
付
き
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

今
年
の
春
は
六
月
三
日
四
日
と
、

伊
豆
長
岡
温
泉
に
行
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
３‐
名
で
行
い
ま
し
た
。

到
着
後
温
泉

で
汗
を
流
し
、
夜

の

宴
会
。
宴
会

の
前
に
、
先
月
五
日

に
亡
く
な
ら
れ
た
大
手
さ
ん
に
黙

祷
し
始
め
る
。
酒
、
ビ
ー
ル
、
焼

酎
と
飲

み
物
は
今
迄

の
最
高
記
録

と
、

そ
し
て
カ

ラ
オ
ケ
と
大

い
に

盛
り
上
が
り
、
み
な
さ
ん
元
気
だ

な
と
感
じ
た
今
回
で
し
た
。

今
年
秋

の
予
定
を
幹
事

で
三

ヶ

所
に
決
め

（栃
木
県
川
治
温
泉
、

新

潟

県
グ

リ
ー

ン
ピ

ア
津

南
、

花
ヶ
入
り
温
泉
）
、
八
月
の
幹
事
会

草

彗蜃
生昇
方 会

文

人

尚
、
会
員
は
随
時
募
集
し
て
い

ま
す

の
で
、

人
会
希
望
者
は
、
幹

事
迄
ご
連
絡
を
よ
ろ
し
く
お
願

い

致
し
ま
す
。

(5)



同
好
会

活

動
報
告

軽

ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会

幹

事

コ
ロ

田

信

之

昨

年

の
活

動

は

三

日

で
少

な

か

っ
た

の
で
、
今
年
度

は
昨
年

を

上
回
る
様
努
力
し
て
行
き
ま
す
。

昨
年
度

の
報
告

四
月
六
日
　
人
平
山

六
月

四
日
　
尾
瀬
沼

（
マ
イ
ク

ロ

バ

ス
使
用
）

卜
月
五
日
　
湯

の
丸
山

（
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
使
用
）

今
年
度
の
計
画

四
月
二
十
六
日
破
風
山
実
施
済
み

八
月
　
　
　
　
大
書
薩
岳

（有
志
）

九
月

　

　

　

芳

ヶ
平

十

一
月
　
　
　
天
覧
山
、
多
摩
主
山

二
〇
〇
六
年

一
月
　
　
　
　
七
福
神
め
ぐ
り

二
月
　
　
　
　
鋸
山

現
在
計

画
さ
れ
た
も

の
を
記

し

ま
し
た
が
、

同
好
会

々
員

の
希
望

に
よ
り
、
追
加
、
変
更
等

し

て
行

き
た

い
と
思

い
ま
す
。
尚
、
今
年

度
、

日
印
と
な

る
軽

ハ
イ
キ

ン
グ

同
好
会

の
旗

を
作
り
ま
し
た

の
で

御
報
告
致
し
ま
す
．

「今
年
最
初
の
大
会

実
施
と
感
想
」

釣

り

同

好

会

幹

事

佐

藤

和

夫

釣

り
大

会

の
具
体

的

日
程

は

一
ヶ
月
前
に
決
め
会
員
に
連
絡
す

る
事
に
し

て
い
ま
す
が
、
当
日
の

大
気
は
大
丈
夫
か

？
判
る
わ
け
が

な
い
の
に
気
に
か
か
る
。

今
年

最
初

の
釣

り
大
会

を
五
月
十

五

日
に
開
催
．
若
葉
香

る
赤
城
山

の
麓
、
清
流

の
釣
場
。

早
朝

か
ら

の
小
雨

の
中

を
渋
谷
会

長

を
初

め

会

員
最
年
長

の
石
井

さ

ん
等
十

二

名

の
元
気
な
姿

が
揃

い

一
安

心
。

幸

い
雨
も
上

が
り
絶
好

の
釣

り
日

和

と
な
り
、

四
時

間

の
大
物

狙

い

と
な
り
ま
し
た
。
多

い
人
は
３０
匹
、

家
族

で
食

べ
る
の
に
は

一
寸
少
な

い
と
言
う
人
に
は
仲

間

が
分
け

て

く
れ

る

の
で
、

帰
り
に
魚

屋
に
寄

る
必
要
も
あ
り
ま

せ
ん
。

み
ん
な

が
楽

し
く
満
喫
出
来

た
大
会

で
し

た
が
、

何
よ
り
も
み
ん
な

が

「久

し
ぶ
り
元
気

か

い
」

と
声

を
掛

け

あ

い
健
康

を
確

認
喜
び
合

う
、

こ

れ

が
同
好
会

の
主
旨

で
あ

ろ
う
事

を
改
め

て
感
じ

ま
し
た
。

次

回
大

会
は
九
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

飛
び

入
り
歓
迎

で
す

の
で
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

Ｉ

Ｔ

技

術

の

動

向

好
　
△
蚕

梶

山

彗
員

最
近
、

小
学
生
が
自
分

の
掲
示

板
に
嫌
な

こ
と
を
書
か
れ
て
殺
傷

事
件
に
な

っ
た
事
は
記
憶
に
新
し

い
。こ

の
様

に

Ｉ
Ｔ

の
世
界
は
誰

で

も
ホ
ー

ム
ベ
ー
ジ
や
掲

示
板

が
簡

単

に
開
設
出
き

る
様

に
な

っ
て
来

た
。通

信

も
ダ

イ
ヤ

ル

ア

ッ
プ

か
ら

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ

（
２
４
Ｈ
通
常
接
続
）

や
光
ケ
ー
ブ

ル

ヘ
と
伸

展
し

て
来

た
。

通
信

ス
ピ
ー
ド

ア

ツ
プ

で
メ
ー

ル

も

デ

ジ

カ

メ

画

像

付

き

、

音

楽

（
Ｂ
Ｇ

Ｍ
）

も

一
般
的
と
な

っ
て

来
て
い
る
。

地
上
波
デ

ジ
タ
ル
Ｔ
Ｖ
が
始
ま

る
と
お
茶

の
間

の
Ｔ
Ｖ
で
Ｉ
Ｔ
情

報
が
見
れ
る
様
に
な

る
。

ま
た
、

Ｉ
Ｔ
電
話
で
安

い
料
金

の
通
話
、

Ｔ
Ｖ
電
話
に
な
る
の
も
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
時
間
の
問
題
と
な
ろ
う
．

こ
の
様
に
便
利
に
な
る
反
面
、

瞬
時
に
危
険
に
冒
さ
れ
る
ウ
イ
ル

ス
や
知
ら
な
い
内

に
ス
パ
イ
ウ

エ

I

幹 T

事 同

２
Ｕ



ア
に
入
ら
れ
て
情
報
が
漏
れ
る
な

ど
が
発
生
し
て
い
る
。
プ

ロ
バ
イ

ダ
ー

の
検
索
除
去

や
ウ
イ
ル
ス
バ

ス
タ
ー
の
導
入
が
不
可
欠
で
あ
る
。

同
好
会

で
は
各
人
の
ニ
ー
ズ
に

合

っ
た
質
問
や
課
題
を
メ
ー
ル
相

談
し
て
い
る
。
相
談
は
次

の
ア
ド

レ
ス
に
メ
ー
ル
下
さ
い
。

ｏ３
オ
ユ
一０
ご
¨
ド
●
９
』
ｏ
」し

同

好

会

活

動

写
真

同
好

会

幹

事

椿

　
　
徳

夫

写
真
同
好
会
は
、
現
在
２７
名

の

会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

春

の
撮
影
会

は
、

四
月
に
新
宿

御
苑
と
後
楽
園
に
行
き
ま
し
た
。

今
年

は
桜

の
開
花
が
遅
れ
、

当

日
は
三
分
咲
き
で
残
念
で
し
た
が
、

撮
影

の
絶
景
ポ

ジ

シ

ョ
ン
は
沢
山

有

り
、
参

加
者
全

員

（
１３
名
）

が

楽
し
く
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

次

回
の
撮

影
会

は
、

紅
葉

の
時

季
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
活
動
計
画

．
、
春
の
撮
影
会

二
、
Ｏ
Ｂ
会
総
会
の
写
真
展

一不

三
、
写
真
講
評
会

（講
師
に

依
頼
）

年
三
回

四
、
秋
の
撮
影
会

五
、
総
会

同
好
会

の
写
真
は
主
に
風
景
写

真
で
す
が
、

モ
デ

ル
撮
影
、
花

マ

ク

ロ
撮
影
等
会
員

の
意
見
を
聞
き

幅

広

く

活

動

し

て
行

き

た

い
と

思

っ
て
い
ま
す
。

入
会
希
望
者
は

幹
事
　
椿
徳
夫
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

電
話０

二
七
〇
‐
七
四
―
五
七
四
八

甲
ヨ
“
一

一の
〓
げ
“
オ
一
●
）

，
０
“
ｏ
一“
一ヽ

Ｃ
「
こ
ｏ

記

録

と

回

想

ビ

デ

オ

同

好

会

幹

事

中

島

祐

二

郎

世

の
中

が
変
わ
り
、

人

の
生
活

様
式

が
急
速

に
変

わ
り
行
く
な

か

で
、
個

々
の
平
均
的
生
活

レ

ベ
ル

は
確
実

に
向
上
し
、
豊

か
さ
を
実

感

さ

せ
る
時
代

と
な

っ
た
が
、

こ

れ
ま
で
の
過
程
や
変
遷
を
知
る
は
、

そ

の
時
代

を
生
き
た
者

か
、

そ

の

変
貌

を
確
実

に
伝
え
知

る
手
段

と

し
て
書
籍
や
記
録
書
、
道
具
等

に

よ
り
知
り
得
る
こ
と
が
多

い
。

現

代

で
は
高
度
電
子
技
術

に
よ
る
情

報
媒
体
機
器
が
発
達
し
、
大
容
量

記
憶

で
長
期
保
存

の
画
期
的
機
器

が
生
活

の
基
器

に
入
り
込
ん
で
き

て
い
る
。
当
会

の
会
員
に
は
、

８

‰

フ
ィ
ル
ム
時
代
か
ら
ア
ナ

ロ
グ

ビ
デ

オ
、

そ
し
て
Ｄ
ｖ
と
時
代

の

方
式
を
駆
使
し
趣
味
と
回
想
の
為
、

そ
の
時

々
の
映
像
を
秘
蔵
し
て
い

る
者
も

い
る
。
物
事

の
実
態
を
映

像
に
残
し
、
時
を
経
て
過
去
を
回

想
し
時
代

の
流
れ
や
多
く
の
事
柄

を
再
認
識

で
き
る
、

そ
こ
に
記
録

の
意
味
が
あ
る
。
ビ
デ
オ
同
好
会

で
は
、
活
動

の
メ
イ
ン
に
、
年
毎

に
開
催
さ
れ
る
Ｏ
Ｂ
会
総
会

の
全

容
を
映
像
記
録
し
Ｏ
Ｂ
会

の
足
跡

と
し
て
残
し
て
い
る
。

今
年
も
総
会
前
座
で
前
年
度
記

録
映
像
を
大
型
画
面
で
ご
紹
介
し

た
が
、
あ
れ
か
ら

一
年
、
少
な
か

ら
ず
情
況

の
変
化
を
感
じ
ら
れ
た

方
も
多

い
と
思
う
。
記
録
映
像
が

も
た
ら
す
効
果
は
大
き
く
人

の
生

活

の
指
針
に
も
役
立

つ
映
像
作
り

に
、
記
録
手
法

の

一
つ
で
あ
る
ビ

デ
オ
撮
影
を
人
事
に
し
て
行
き
た

い
と
思
う
。

(7)



〔
投

稿

〕

尺
八
の
た
の
し
み

（深
谷
）
坂

田

彩

山

（洋
）

都
山
流

尺
八

の
先
生

の
円
を
叩

い

て
、

二
十
余
年

と
な
り
ま
す
。

人

間
前

は
我
流

で
吹

い
て
い
た

の
で

す

が
、
技

の
限
界

を
感

じ

て
、

止

式

に
師
匠
に
付

い
て
学
ぶ
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

先
生

は
大
勢

の

弟
子
を
教
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

先
生

の
奥
様

も
お
筆

の
大
先
生

で

名

取
り
を
大
勢

か
か
え
て
お
り
ま

し
た
。

従

っ
て
、
先
生

の
お
宅

は

尺
八

の
稽
古

や
、

お
事
、

三
味
線

の
稽
占

で
大
勢

の
門
弟

が
出

入
り

し
て
、
活
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
恵

ま
れ
た
環
境

の
元

で
教

え

て
頂
く

こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

尺
八

の
構
え
方

か
ら
吹
奏

の
技
術

ま

で

「
い
ろ
は
」

の
基
本

か
ら
教

え

て
頂
き
ま
し
た
。
積

み
重

ね

て

行
く
う
ち
に
、
音
色
も
良
く
な
り
、

色

々
な
曲

を
吹
奏
す

る
こ
と
が
出

来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し

て
お
等
や
三
味
線
と
の
合
奏
勉
強

会
を
経
験
し
て
、
演
奏
会
に
出
演

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

五
年
程
た

っ
て
か
ら
登
竜
門

で

あ
る
准
師
範

の
試
験
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

こ
の
と
き
の
体
験
は
私

の

人
生
に
と

っ
て
、
と
て
も
貴
重

で

し
た
。

こ
れ
ま
で
に
な

い
厳
し
い

稽
古

で
、
吹
奏

の
み
で
な
く
、
曲

の
唱
符
、
聞
き
取
り
、
簡
単
な
作

曲
、
楽
理
等

々
猛
特
訓
に
明
け
暮

れ
ま
し
た
。

時
に
は
早
朝
ま
で
指
導
し
て
頂
く

事
も
あ
り
ま
し
た
。
無
事
、
試
験

に
合
格
し
た
と
き
に
は
男
泣
き
に

泣
き
ま
し
た
。

間
も
な
く
深
谷

工
場
に
転
勤
と

な
り
、
師
匠
の
元
か
ら
離
れ
ま
し

た
が
、
都
山
流

の
埼
玉
県
支
部

で

活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
で
二
十
四
年
目
に
な
り
ま
す
。

こ
の
間
、
師
範
を
経
て
昨
年
人
師

範
に
昇
格

で
き
ま
し
た
。
定
年
退

職
後
は
、
時
間
的
余
裕
が
生
ま
れ

ま
し
た

の
で
、
稽
古

の
時
間
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
難
し

い
曲
も
Ｃ

Ｄ
を
聞
き
な
が
ら
稽
古

に
励
ん
で

い
ま
す
。
芸
事

は
稽
古
を
さ
ぼ

る

と
錆
付
き
、
稽
古
を
や
れ
ば

や
る

ほ
ど
磨
き
が
か
か
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
る
今
回
こ
の
頃
で
す
。

●
大
手
修
作
さ
ん
が
十
七
年
五
月

紫
芝
　
実
さ
ん
が
卜
七
年
五
月

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
ｔ

編
集
後
記

天
候
不
順
が
原
因
か
は
定
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
体
調
不

良
を
訴
え
る
声
が
聞
か
れ
る
昨

今
で
す
。

今
回
は
Ｏ
Ｂ
会

の
各
同
好
会

の
近
況
を
掲
載
し
ま
し
た
。
同

好
会
に
入
会
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
一
汗
流
し
た
り
、
頭
を
使

っ

た
り
、
仲
間
同
士
の
団
彙
等
々

に
よ
り
、
心
身
共
に
リ
フ
レ
ツ

シ
ュ
し
て
健
康
を
取
り
戻
し
、

あ
る
い
は
維
持
し
て
行
く
た
め

の

一
助
に
、
こ
れ
ら
同
好
会
活

動
が
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
同
好
会
に
興
味
を
お

持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
各
同
好
会

幹
事
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

編
集
委
員

幹
事
　
佐
々
木
　
敏
　
光

〃
　

斉
　
藤
　
　
　
さ
エ

ら し か ン 最 れ そ 好
つ て ,テ 近 ば の 会 昨

祠 蝙 ■‐―・

０
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